
平成25年3月29日　（3月定例会号）

　3月1日～3月6日、16人が行いました。
　掲載している内容は限られたスペースのた
め、質問と答弁の要旨を掲載しています。

職
員
の
給
料
に
つ
い
て
国
の

指
示
ど
お
り
削
減
を
実
施
す

る
の
か

質
問  

国
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

財
源
に
充
て
る
た
め
、
国
家
公
務
員
の

給
料
を
減
額
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

地
方
公
務
員
に
つ
い
て
も
減
額
を
求
め

地
方
交
付
税
を
強
制
的
に
減
額
し
、
地

方
公
務
員
の
給
料
を
削
減
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
地
方
分
権
の
観
点
か
ら

根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
市
長
の

所
見
を
伺
う
。

答
弁  

地
方
交
付
税
削
減
を
伴
う
地
方

公
務
員
給
与
の
削
減
と
い
う
国
の
強
制

的
な
手
法
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
の

根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
本
市
は

す
で
に
職
員
数
の
削
減
な
ど
で
総
人
件

費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が

あ
り
、
独
自
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組

み
も
考
慮
し
た
上
で
、
地
方
公
務
員
の

給
与
は
、
地
方
が
自
主
的
に
決
定
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
適
切
と
は
言
い
難
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
国
と

地
方
の
協
議
の
場
に
も
影
響
す
る
こ
と

か
ら
、
県
や
県
内
市
町
村
、
全
国
の
自

治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

文
化
会
館
の
建
設
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

質
問  

先
の
選
挙
に
際
し
、
市
長
の
公

約
や
市
民
座
談
会
に
於
い
て
文
化
会
館

の
建
設
計
画
に
つ
い
て
の
要
望
が
非
常

に
多
く
あ
っ
た
。

　

現
在
当
市
に
は
社
会
教
育
団
体
が
約

２
０
０
団
体
近
く
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
現
在
２
０
０
席
程
度
し
か
な
い
会

館
で
は
各
種
発
表
会
を
充
分
で
き
な

い
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁  

私
の
市
長
選
時
の
政
策
の
柱
の

中
で
示
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
文
化

団
体
の
皆
様
を
中
心
に
望
む
声
が
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
具
体
的
な
計
画

は
な
い
が
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
て
今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

阿
賀
野
市
の
産
業
振
興
に
つ

い
て

質
問  

平
成
24
年
９
月
の
第
６
回
定
例

会
で
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
の
中
で
、
阿
賀
野
市
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
農
業
の
振
興
な
し
に
阿
賀

野
市
の
発
展
は
な
い
と
し
、
関
係
機
関

や
担
い
手
農
家
と
共
に
圃
場
整
備
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
た
い
と
前

向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
が
、
市
に

お
い
て
は
こ
の
半
年
間
ど
の
様
な
取

り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
、
圃
場
整
備
の

必
要
性
、
又
重
要
性
と
し
て
農
作
業
の

効
率
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
例
を
申
し

上
げ
る
と
阿
賀
野
市
の
長
起
地
区
で
は

圃
場
整
備
後
10
ア
ー
ル
当
た
り
労
働
時

間
が
21
％
に
、
生
産
費
が
46
％
と
大

幅
な
削
減
と
な
っ
て
い
る
。
魚
沼
市
の

伊
米
ヶ
崎
地
区
に
お
い
て
も
労
働
時
間

３
分
の
１
に
、
上
越
市
・
中
江
北
部
第

２
地
区
で
は
労
働
時
間
40
％
、
生
産
費

60
％
に
軽
減
し
て
い
る
。
農
業
経
営
に

お
い
て
大
変
な
数
字
で
あ
る
。
急
務
で

あ
る
圃
場
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

ご
指
摘
の
と
お
り
「
阿
賀
野
市

は
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、
農
業
の

振
興
な
く
し
て
阿
賀
野
市
の
発
展
な

し
」
と
言
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
農
業
発
展
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
土
地
生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
「
圃
場
整
備
」
を
、
生
産
の
組
織
化

と
併
せ
推
進
す
る
事
が
大
切
で
あ
り
、

新
潟
県
農
地
部
と
土
地
改
良
区
や
農
協

な
ど
関
係
機
関
一
体
と
な
り
推
進
に
努

め
る
と
お
答
え
し
た
。

　

現
在
の
「
阿
賀
野
市
農
業
農
村
整
備

計
画
」
で
は
５
地
区
の
圃
場
整
備
を
計

画
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
こ
れ
に
捉

わ
れ
る
事
な
く
、
小
区
画
で
あ
っ
た
り

排
水
路
な
ど
生
産
条
件
が
悪
く
要
望
の

多
い
地
区
を
優
先
的
に
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
事
業
推
進
に
努
め
て
い
く
。

無会派 市川　英敏

災
害
時
や
所
得
の
少
な
い
人
の

医
療
費
窓
口
負
担
の
軽
減
を

質
問  

国
保
法
で
は
、
医
療
機
関
に
一

部
負
担
金
を
支
払
う
事
が
困
難
で
あ
る

場
合
に
、
支
払
い
の
減
額
、
免
除
、
猶

予
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

長
岡
市
は
、
減
免
事
由
を
災
害
、
病

気
、
失
業
、
収
入
減
、
低
所
得
等
と
し

て
、
家
屋
等
の
損
害
規
模
や
所
得
に
応

じ
て
全
免
除
と
半
額
免
除
を
定
め
て
い

る
。
11
年
度
の
実
績
は
、
６
８
８
件
の

減
免
実
施
、
総
額
１
６
５
万
円
。
減
免

制
度
を
実
施
し
て
い
な
い
の
は
県
内
で

8
自
治
体
だ
け
。

　

当
市
も
、
早
期
に
受
診
し
て
も
ら
い

重
症
化
を
防
ぐ
点
か
ら
も
、
制
度
を
つ

く
る
べ
き
だ
。

答
弁  

市
の
国
保
会
計
は
恒
常
的
な
赤

字
で
、
現
在
、
財
政
健
全
化
に
向
け
事

務
、
事
業
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
な
の
で
、
実
施
は
難
し
い
。

保
田
市
街
の
旧
国
道
49
号
を

改
修
し
、「
安
全
安
心
な
道

路
」
に

質
問  

保
田
市
街
地
の
幹
線
市
道
（
旧

国
道
49
号
）
は
、
歩
道
、
消
雪
パ
イ
プ

の
損
傷
、
舗
装
面
の
陥
没
や
ひ
び
割
れ

な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、
大
変
危
険
な

道
路
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
は
、「
安

全
安
心
な
道
路
」、「
歩
行
者
に
優
し
い

歩
け
る
歩
道
」
に
し
て
欲
し
い
と
強
く

望
ん
で
い
る
。
国
の
補
正
予
算
も
活
用

し
て
、
抜
本
的
な
改
修
を
進
め
よ
。

答
弁  

旧
49
号
も
含
め
た
市
道
の
総

点
検
を
行
い
、
修
繕
計
画
を
策
定
し
て

実
施
し
た
い
。

生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
の

学
習
支
援
で
、「
貧
困
の
連

鎖
」
を
防
げ

質
問  

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
の

25
・
1
％
が
子
ど
も
時
代
に
生
活
保
護

を
受
け
て
い
た
と
い
う
調
査
結
果
が
あ

り
、「
貧
困
の
連
鎖
」
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
連
鎖
を
断
つ
た
め
に

最
も
有
効
な
手
段
が
、
小
中
学
生
へ
の

教
育
支
援
で
あ
る
。
田
中
市
長
は
、
選

挙
公
約
で
「
低
所
得
者
家
庭
の
学
習
塾
」

実
施
を
か
か
げ
て
い
た
が
、
ぜ
ひ
実
行

す
べ
き
で
な
い
か
。　

答
弁    

今
後
、
市

民
と
の
協
働
で
の

放
課
後
塾
な
ど
検

討
し
、
実
現
の
可

能
性
を
検
討
し
て

い
く
。

宝
珠
温
泉
の
運
営
に
つ
い
て

質
問  
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
宝
珠
温
泉
。
施
設
内
の
食

堂
が
昨
年
９
月
末
で
閉
鎖
に
な
り
、
利

用
者
が
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
、
食
堂
の
再
開
等
利
用
者
の
不

便
解
消
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。
又
、
日
曜
日
毎
に
各
種
団
体

に
よ
る
催
し
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

宝
珠
温
泉
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁  

食
堂
を
利
用
頂
い
た
お
客
様
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
内
業
者

の
協
力
を
得
て
毎
日
訪
問
販
売
を
実
施

し
て
い
る
が
、
メ
ニ
ュ
ー
や
販
売
時
間

に
制
限
が
あ
る
た
め
、
要
望
に
応
え
ら

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
お
客
様
の
要

望
に
応
え
る
に
は
、
食
堂
の
営
業
は
必

要
と
考
え
、
食
堂
の
営
業
再
開
に
向
け

て
協
議
中
で
あ
る
。
又
、
催
し
物
を
行

う
団
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
利
用
団

体
に
対
し
て
事
前
に
ス
テ
ー
ジ
及
び
放

送
機
器
の
使
用
説
明
等
を
行
い
、
気
持

ち
良
く
円
滑
に
発
表
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

に
つ
い
て

質
問  

市
の
中
心
部
（
水
原
地
区
）
に

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、
地
面
に

ベ
タ
置
き
さ
れ
て
い
る
。
市
の
景
観
や

衛
生
の
面
で
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
市

と
し
て
ど
の
様
な
改
善
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁  

市
の
中
心
部
で
は
住
宅
や
店
舗

な
ど
が
密
集
し
、
ご
み
収
集
箱
の
設
置

場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め

に
、
ご
み
収
集
箱
の
な
い
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
。
折
り
畳
み
で
き
る
も

の
や
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
で
移
動
で
き

る
も
の
な
ど
、
比
較
的
場
所
を
と
ら
な

い
ご
み
収
集
箱
が
あ
る
の
で
、
用
地
の

確
保
が
困
難
な
自
治
会
に
は
、
ご
み
収

集
箱
設
置
費
補
助
金
交
付
要
綱
（
６
万

円
を
上
限
と
し
て
事
業
費
の
２
分
の
１

を
補
助
）
に
よ
り
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
自
治
会
長
会
議

等
で
周
知
し
て
い
く
。
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